
那珂川アユ漁獲量調査（平成 30 年度）                酒井忠幸 

 
目 的 

 那珂川のアユ資源を持続的に活用するためには，漁

獲の動向を把握した上で適正な漁場運営を行う必要が

ある。そこで今年度も引き続き，那珂川におけるアユ

の漁獲状況に関する情報を収集した。 

 

材料および方法 

 友釣りによる漁獲状況 栃木県那珂川漁業協同組合

連合会会員 4 漁協に対し，調査票 150 枚を前年度の賦

課金納入者数の割合に応じて配布した。各漁協がそれ

ぞれ選定した調査員に対し，平成 30 年 6 月 1 日の釣り

解禁日から 11 月 10 日までの間，釣行日の釣獲地区（本

流 7 地区および 4 支流の計 11 区域；図 1）および釣獲

尾数（釣果なしも含む）の記録を依頼した。無記入の

調査票は，出漁日数を 0 として扱った。なお，回収率

は 62.7%であった。  

 投網による漁獲状況 釣りと同様の方法で調査票

50 枚を配布し，漁獲重量の調査を行った（投網は 7 月

10 日から区間毎に順次解禁される）。なお，回収率は

70.0%であった。 

図 1 那珂川における釣獲地区の区分 

 

結果および考察 

釣れ具合・獲れ具合 漁期を通した釣れ具合は 10.4

尾/人/日で，前年（9.2 尾/人/日）から回復し，ほぼ平

年並み（10.0 尾/人/日）だった（図 2）。解禁日の釣れ

具合は 9.8 尾/人/日で平年（9.8 尾/人/日）並みだった（図

3）。月別の推移を見ると，漁期前半の 6～7 月は平年よ

り高く，8～9 月はほぼ平年並みとなった（図 4）。地区 
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図 2 釣れ具合および獲れ具合の経年変化 
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図 3 地区別の釣れ具合（解禁日） 

エラーバーは標準偏差を示す。 
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図 4 釣れ具合の月別の推移 

 

別に見ると，解禁日では全体的に前年に比べて高く（図

3），出漁した調査員も前年の約 3 倍となった。漁期を

通して見ると，茂木，余笹川，荒川で前年を下回った

が，全体的には前年を上回っていた。特に湯殿から烏

山にかけて，前年に比べて高い結果となった（図 5）。 

投網による獲れ具合は 2.2kg/人/日で，前年（2.4kg/
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群数と正の相関関係が認められている 10 月から 12 月

の河川総流量 2) は 81.3 × 106 m3で，平年（65.1 × 106 m3）

より多かった。   

那珂湊における海水温は 12 月から 1 月にかけて平

年より高く推移した（図 5）。遡上群数と正の相関関係

が認められている 2 月 1 日から 3 月 20 日までの積算海

水温 3) は 494.3°C で平年（474.2°C）を上回った。 

今年度の遡上群数に影響を与える環境条件につい

ては前年秋の河川流量が平年を上回り，また海水温が

平年より高く，遡上群数を増加させる条件が整ってい

た。今後も河川の環境要因と遡上群数の関連性を調査

し，遡上に影響を与える要因を精査する必要がある。 

アユの放流状況 今年度の放流量は 14.7 t で，前年

（12.8 t）の 115%，平年（18.8 t）の 78%だった（図 6）。

放流種苗の平均魚体重は 14.2g で前年（11.6 g）より大

型で，概ね平年並み（14.5 g）だった（図 7）。放流尾

数は 104 万尾で昨年度（110 万尾）から 6 万尾減少し

（図 6），平年（132 万尾）より 28 万尾少なく，平年の

78.8%だった。 
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（指導環境室） 

図 5 平成 28 年 9 月から 29 年 3 月における

那珂湊定置水温の推移 
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図 6 種苗放流量および尾数の推移 

図 7 種苗放流サイズの推移 
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アユ漁解禁日の釣り人数と由来別の釣獲尾数（平成 30 年度） 髙木優也・酒井忠幸

 

目 的 

 県内のアユ漁の状況を把握するために，解禁日の釣

り人数と由来別の釣獲尾数を調査した。 

 

材料および方法 

調査場所 大河川 4 河川，中小河川 3 河川で調査を

実施した。 

 

 

大河川は，思川（下都賀漁協管内），那珂川（那珂

川漁業協同組合連合会管内のうち 6月 1日解禁の漁場），

鬼怒川（鬼怒川漁協管内のうち 6 月 3 日解禁の漁場），

渡良瀬川（渡良瀬漁協管内），中小河川は黒川（黒川漁

協管内），大芦川（西大芦漁協管内），思川（粕尾漁協

管内）である（図 1）。 

調査方法 平成 30 年のアユ漁解禁日にクリールセ

ンサスを実施した。天然遡上アユと放流アユそれぞれ

の釣獲尾数を推定するために，側線上方横列鱗数と下

顎側線孔数を指標とした釣獲魚の由来判別を実施した。

方法の詳細については，既報 1)を参照されたい。 

 

結果および考察 

 解禁日の釣り人数は 7 河川の合計が 3,793 人で，前

年比 112%に増加した（表 1）。天然遡上アユの釣獲は

那珂川，思川，渡良瀬川で確認されたが，3 河川の合

計は 4,219尾と前年比 68%に減少した（表 2）。ただし，

那珂川では前日からの降雨で濁りが入り，釣獲率が低

下しやすい状況であった。また，渡良瀬川では前年は

1 尾も確認されなかった天然遡上アユが総釣獲尾数の

15%を占めていた。これらから，天然遡上アユの遡上

は比較的良好であったと考えられる。放流アユの釣獲

尾数は 57,741 尾で前年比 128%へと増加した（表 3）。
これは，主に鬼怒川での釣獲が良好であったことによ

る。鬼怒川の放流尾数はむしろ減少しているので，放

流から解禁日までの歩留まりが良好で，冷水病の発生

もなく解禁日を迎えられたことが好釣果に繋がったと

考えられる。 
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（指導環境室） 

 

 

 

2017 2018
思川（下都賀） 221(4) 182(2) 82%

那珂川 893(35) 966(35) 108%
⻤怒川 685(59) 1,111(60) 162%
渡良瀬川 253(3) 210(2) 83%
⿊川 422(2) 430(2) 102%
大芦川 309 258 83%

思川（粕尾） 595 636 107%
計 3,378(103) 3,793(101) 112%

河川 調査年 増減

大河川

中小河川

2017 2018
思川（下都賀） 40 8 20%

那珂川 6,124 3,836 63%
⻤怒川 0 0 －

渡良瀬川 0 375 －

⿊川 0 0 －

大芦川 0 0 －

思川（粕尾） 0 0 －

計 6,164 4,219 68%

河川 調査年 増減

大河川

中小河川

2017 2018
思川（下都賀） 468 685 146%

那珂川 1,203 721 60%
⻤怒川 9,420 18,974 201%
渡良瀬川 2,021 2,174 108%
⿊川 9,328 9,069 97%
大芦川 8,555 8,000 94%

思川（粕尾） 12,042 16,100 134%
計 45,054 57,741 128%

中小河川

河川 調査年 増減

大河川

図 1 調査した 6 漁協及び 1 連合会

表 1 アユ漁解禁日の釣り人数 

（括弧内はドブ・毛ばり釣り） 

表 1 アユ漁解禁日の釣り人数 

（括弧内はドブ・毛ばり釣り） 

表 2 天然遡上アユの釣獲尾数 

表 3 放流アユの釣獲尾数 

 

人/日）とほぼ同様，平年（2.8kg/人/日）と比べてもや

や低かった（図 2）。 
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図 5 地区別の釣れ具合（漁期全体） 

エラーバーは標準偏差を示す。 

 

出漁日数 釣りの出漁日数は 12.9 日/人で，前年

（13.8 日/人）の 93.5%，平年（20.7 日/人）の 62.3%と

なった（図 6）。 

一方，投網の出漁日数は 11.7 日/人で，前年（11.1

日/人）から微増し，平年（11.2 日/人）をやや上回っ

た（図 6）。 
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図 6 釣りおよび投網の出漁日数の推移 

 

釣獲尾数・漁獲量 釣りによる漁獲量は 131.7 t で前

年（146.1 t）から微減した（図 7）。地区別では，烏山

が最も多く，寒井，湯殿，小川，八溝，荒川の計 6 地

区で昨年を上回った（図 8）。 

投網による漁獲量は 36.5t で，前年（52.5t）の 70%

だった（図 7）。地区別では，烏山で昨年を上回った。

一方，八溝，茂木，荒川では大きく減少した（図 9）。 

出漁者数 釣りの出漁者数は 12.7 万人で前年（13.7

万人）の 93%に減少し，調査開始以来最も少なかった

（図 10）。 

投網の出漁者数は 1.7 万人で前年（1.9 万人）の 89%

に減少した（図 10）。 
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図 7 釣りおよび投網による漁獲量および釣獲尾数の 

経年変化 
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     図 8 地区別の漁獲量（釣り） 
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     図 9 地区別の漁獲量（投網） 

         ※寒井・武茂川地区は釣り専用区 
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     図 10 釣りおよび投網出漁者数の推移 

（指導環境室） 
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